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だからこそ、あなたがたはあらゆる熱意を傾けて、

信仰には徳を、徳には知識を、

知識には自制を、自制には忍耐を、忍耐には敬虔を、

敬虔には兄弟愛を、兄弟愛には愛を加えなさい。

　　　　　　　　第二ペテロ１章５～７節

年間聖句
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主日礼拝
２０２０年　３月 ２９日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 受付 ： 関久美子姉
パワーポイント ： 本多悟兄　　　　感謝の祈り ： 渡辺恵姉

賛 美

祈 り

今 月 の 賛 美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

賛 美

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 恵 姉

一 同

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 このままの姿で」

「 イエスに栄光あれ」

聖歌２９９番「 みちびきたまえ」

聖歌４１０番「 こころのかどを」

　ローマ６章１節～１１節

「 神のしもべの祝福」

聖歌５２１番「 キリストにはかえられません」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●礼拝後の昼食会は

3月いっぱいお休みとします。

自家焙煎珈琲はご用意しています。

ご自由にお交わり下さい。

-2-



聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ローマ６章１節～１１節

1, それでは、 どのように言うべきでしょうか。 恵みが増し加わるために、

私たちは罪にとどまるべきでしょうか。

2, 決してそんなことはありません。 罪に対して死んだ私たちが、 どうし

てなおも罪のうちに生きていられるでしょうか。

3, それとも、 あなたがたは知らないのですか。 キリスト ・ イエスにつくバ

プテスマを受けた私たちはみな、 その死にあずかるバプテスマを受けた

のではありませんか。

4, 私たちは、 キリストの死にあずかるバプテスマによって、 キリストととも

に葬られたのです。 それは、 ちょうどキリストが御父の栄光によって死者

の中からよみがえられたように、 私たちも、 新しいいのちに歩むためです。

5, 私たちがキリストの死と同じようになって、 キリストと一つになっている

なら、 キリストの復活とも同じようになるからです。

6, 私たちは知っています。 私たちの古い人がキリストとともに十字架につ

けられたのは、 罪のからだが滅ぼされて、 私たちがもはや罪の奴隷でな

くなるためです。

7, 死んだ者は、 罪から解放されているのです。

8, 私たちがキリストとともに死んだのなら、 キリストとともに生きることに

もなる、 と私たちは信じています。

9, 私たちは知っています。 キリストは死者の中からよみがえって、 もはや

死ぬことはありません。 死はもはやキリストを支配しないのです。

10, なぜなら、 キリストが死なれたのは、 ただ一度罪に対して死なれた

のであり、 キリストが生きておられるのは、 神に対して生きておられるの

だからです。

11, 同じように、 あなたがたもキリスト ・ イエスにあって、 自分は罪に対し

て死んだ者であり、 神に対して生きている者だと、 認めなさい。

「神のしもべの祝福」
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今月の賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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メッセージ要約
★神の恵みがまし加わるためにはどうすればよいのでしょうか？誰もが神様の恵みを受けたいはずです。 しかし人間

と言うのは、 神様からの恵みを受けるというよりは、 自分の力で罪を解決しようと試み、 解決することができず、

さらに苦しくなり、 そんな自分は誰にも愛されないのではという恐怖心から、 罪を認めず嘘をつき、 その嘘を隠す

ために更なる嘘を重ねる ・ ・ ・ 。 という状況が起こりえるのです。 そのような状態の中には決して本当の恵みの

体験はできないのです。 では今日の御言葉から、 恵みがまし加わるためにはどうしたらよいのかを見ていきたいと

思います。

１、 恵みがまし加わるために罪の中にとどまるべきか？ （1節）

　これは、 先週 5 章 20 節で 「罪の増し加わるところには、 恵みも満ち溢れました」 というパウロの説明に対して、

パウロ自信が誤解を招く理解をする方がいることを想定し、 説明を加えているのです。 先週も説明しましたが、 律

法によって罪を示され罪がまし加わるところには、 罪を悔い改めるきっかけが与えられ、 イエスキリストの罪の贖い

の十字架の意味がより深く理解できるようになり、 そこには恵みがますます増し加わるという意味であることをお

話ししました。

　しかし、 そのようにとれない人が多いことをパウロは想定したのです。

罪の増し加わるところに恵みがあるのであれば、 「罪を犯し続けようではないか！罪を犯そうではないか！」 と言うよ

うに開き直る人が現れることに対しての説明をしています。

　決して、 恵みは 「人間の罪の量に対して比例するもの」 ではないとパウロは説明しているのです。 パウロの 「罪

の示されるところには、恵みが満ち溢れる」という説明に対しての間違った理解を想定したのです。 罪の中にとどまっ

ている人からすれば、 罪の中にとどまり続けることを正当化するよい話になってしまうかもしれないからです。 パウ

ロは絶対にそんなことはない。 と語ります。

　2 節の 「罪に死んだ私たち」 とは、 言語では、 アオリストと言う動詞の変化が使われています。 これは、 たった一

度の過去の行動がとても重要であることを表す意味を持った言葉となります。 自分の罪に対して死んでみなさい。

要するに罪を認め悔い改めることの大切さを語っています。 クリスチャンはもうその罪の中に生きていないはずだ！と

パウロは語っているのです。 だからこそ、 罪の中にとどまるべきですかという質問が出ること自体おかしいと語るの

です。 その質問が本当に出るならば、 自分の罪にまだ気づいておらず、 罪の中にとどまっている証拠ともいえるか

もしれません。

２、 罪に対して死に、 神に対して生きる者こそがクリスチャンである。 （３節）

　「イエスキリストにつくバプテスマを受けた私たち」。 これはギリシャ語で 「エイス ・ クリストン ・ イエースーン」 とあり、

洗礼を受けたものは、 イエスキリストの中に完全に投入させられたという意味があるのです。 ですから、 恵みがまし

加わるために、 罪の中に生きるということはあり得ないのです。

私たちは、 本当に自分の罪に気付き、 その罪のすべてをイエスキリストと共に十字架に着けることができているでしょ

うか？罪に対して死寝ているのでしょうか？このことを忘れてはならないのです。

３、 キリストと共に罪に死ぬことは、 罪から解放され生きる者と変えられる （４～１１節）

　イエス様は罪を犯されませんでした。 しかし、 罪深い私たち人間が罪の重大さに気づき、 神様との関係を表面的

だけではなく、 本質的に解決させるために、 罪なきお方が、 私たちの罪を背負い十字架で死んでくださったのです。

私たちは、 このイエスキリストの十字架に、 自分の罪をゆだねる事こそが、 自分の罪に死ぬこととなり、 あとは、、

イエスキリストと共に、 復活のみが待っているのです。

　私たち人間の課題は、 自己中心さの故罪を犯したとき、 それがばれそうになる時、 自分で自分を守ろうと、 神様

にはすべ見られているにもかかわらず、 嘘をついて自分を守ろうとするのです。 これは、 決して他人ごとではありま

せん。 誰もが、追い詰められた時正直になれない弱さは持っているのです。 しかし、そこで、聖霊の助けをいただき、

私たちが罪を認め、 告白するならば、 本当の罪からの解放が与えられるのです。

●まとめ

私たちは何に対して生きているか日々確認が必要。 「神の恵みの中を生きる者となろう！」 （１１節）

　私たちは自分自身の欲望の奴隷、 罪の奴隷として生きるのではなく、 神の奴隷 （神のしもべ） として生きる者で

ありたいです。 神のしもべとして生きることは難しいことではないのです。 自分の与えられた賜物を精一杯生かす

生き方なのです。 自分の置かれた立場、 与えられた賜物を超えて、 ごまかして地位を得ようとしたり、 利益を得よ

うとしたり、 人から評価されることを求めることに縛られないことです。 しかし、 これはただだせいで怠けて生きろ

ということではないのです。 神様に仕え神様が喜ばれることは何かを求め、 精一杯努力し自分磨きをすることは

大切なのです。 その目的が神様の栄光を表すため、 1 人でも多くの魂が神様と出会えるためであることが大切な

のです。 神様の為、 人の為に、 努力し 「賜物を伸ばしていただく者」 でありたいです。

                                                                                                                            原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 3 月 25 日（水）

 3 月 22 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　４人　　　　　　　　　　　　　４人

礼　　　　　拝   　４人     ５人   　６人　    １５人

夕　　礼　　拝　　 　　　　 お休みでした。

祈　　り　　会　　 　　　   お休みでした。

報　　　　告

本日午後の予定

３月の誕生日

次週（４月５日〈日〉）

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

司　　会 ： 本多崇兄　 　聖餐式司式 ： 若村和仁師

聖　　書 ： ローマ６章１２節～２３節　

説　　教 ： 「罪の報酬と神の賜物」　若村和仁師　　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉

讃　　美 ： 「主イェスの十字架の血で」　　　今月の賛美 「初めにおられた神のみことば」

　　　　　　　　聖歌２２９、 聖歌３３８、 聖歌３９６、 福音賛美歌２５９、 聖歌３８３

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 若村めぐみ姉

集会案内

礼　　　　拝　　　 　　　　　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
 4 月 5 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　   9:30 ～ 10:15

☆聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆教会の台風被害雨漏り修理と、 壁の塗り替え献金が満たされたため、 ３月９日より工事が　　　
　　始まっています。 工期は一カ月半ほどです。 工事が無事守られるようお祈りください。
★本日礼拝後教会の壁の色を相談し決定したいと思います。

祈　 り 　会　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:00 4 月 1 日 ( 水）

☆礼拝後、昼食会はお休みですが、コーヒータイムがあります。

・ ３月３１日 （火） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

☆三月はコロナウィルス対策として、平日の集会、家庭集会はお休みとし

　日曜日の礼拝は平常通りおこないます。

　ただし日曜日午後の昼食会、午後からの英会話や、子ども会はお休みとします。

　また、熱がある方や、体調不良の方は、礼拝出席を無理せずそれぞれご自宅で祈りの

　時をもっていただきますようお願いいたします。

　また、礼拝堂に入られる時には、手の消毒をよろしくお願いいたします。

★本日の礼拝はコロナ感染予防のため、各賛美 1節のみといたします。また、なるべく

　席にゆとりをもってお座りください。

　２３日 渡辺恵姉　２６日 本多崇兄　２８日 森田誠さん

・ ３月３０日 （月） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ４月１日 （水） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）
・ ４月２日 （木） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）
・ ４月３日 （金） NPO 法人あまやどり奉仕 （場所 ： 高麗聖書教会）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-980-6442

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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